
基礎編　   4.   非グラフィカルプログラム一覧

　　　内容 （A）非グラフィカルオブジェクトの作成 （B）拡張データ (D)　Utility オブジェクト

A-1.   ブロックの作成、挿入 B-1.   拡張データ　2D図形の場合 B-2.   拡張データ　3Dモデルの場合 B-３.   拡張データ　3Dモデル　駆動軸の例 D-1.   値（距離、角度、オブジェクト）　の取得 D-2.   座標変換　(UCS→WCS）

　　ファイル名 『4-A-1.ブロックの作成、挿入』 『4-B-1.拡張ﾃﾞｰﾀ（Set,GetXData）　例 2D図面』 『 4-B-2. 拡張データ(Set,GetXData) 　例 3DSolid』 『 4-B-３. 拡張データ(Set,GetXData) 　例 3D 駆動軸 』 『 4-D-1.Utility 1.点距離角度ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ取得』 『 4-D-2.Utility  2. UCS→WCS座標変換』

（注意：『3-A-4.幾何公差（ブロックの作成、挿入）　』と同じものです）

　フォーム画面

        実行画面 1.ブロックの名称を入力 2.MsgBoxが表示される。 1.『Excel　入力』ボタン押すと 1.『Excel　入力』ボタン押すと 2.『3Dモデル＋SetXData』ボタン押すと　Excelシートの座標から 　　1.『Excel　入力』ボタン押すと 2.『3Dモデル＋SetXdata』ボタン押すと

　幾何公差を選択し、 　　LWPolyLine,PolyLine,Solidの頂点座標の表が表示される。 　3D直方体、円柱のサイズと配置している 　　３D直方体、円柱モデルを作成して　拡張データを作成する（青枠）    　　駆動軸の形状データと配置座標を下図のように表示する。 　3Dモデルを作成すると同時に形状と座標のﾃﾞｰﾀがXdataとして各３Dソリッドに格納される（青枠内） 整数を取得 距離を取得 角度を取得

　公差数値を入力、 　座標の表が表示される。 （A）UCS座標の

　引出線の折曲りの有無を選択して 　　　X軸,Y軸を設定する場合

　「ブロック作成」ボタンを押す。

　注意：ブロックの編集ダイアログで作成したブロック形状を

確認できる。

点を取得 極点を取得

2.『２D＋SetXData』ボタン押すと　Excelシートの座標から 3.『GetXData』ボタン押すと

　　LWPolyLine,PolyLine,Solidを作画して拡張データを作成する（青枠） 　　作成した拡張データを取得してExcelシートに表示する。（赤枠） 距離を取得 X軸と2点で

3.ブロックの図面挿入位置　X,Y　座標を入力 4.図面挿入位置　X,Y、スケール、角度を 定義された線との

　スケールと角度を入力して 　変更すると下図のように配置できる。 角度を取得 (B)UCS座標を原点移動させ、

　「ブロック配置」ボタンを押すと 　　Z軸周りに回転させる場合

　下図のようにブロックが配置される。

角度を取得

3.『GetXdata』ボタン押すと

　　各３Dソリッドに格納されたXdataを読み込んでExcelシートに表示する。（赤枠内）

3.『GetXData』ボタン押すと

　　作成した拡張データを取得してExcelシートに表示する。（赤枠）

　　また、図面にある図形の個数、名称を表示する。（緑枠）

オブジェクト名を取得 インターフェース名を取得 注意：GetEntity　ボタンを押して図形を作画させておいてください。

　　　内容 （C）選択セット

 選択セット  4種類のSelect メソッド 条件検索,ｾｯﾄ構成表示

　　ファイル名 『 4-C-1. 選択セット  4種類のSelect メソッド 』 プログラム　　sample

『 4-C-2. 2D　選択セット　条件検索,ｾｯﾄ構成表示』

　フォーム画面

選択セット名の表示

選択セットの削除

        実行画面

Selectメソッド SelectAtPoint　メソッド SelectPolygon SelectOnScreenメソッド (A)条件が『直線の長さ』の場合 (B)条件が『円の半径』の場合 (C)条件が『リージョンの面積』の場合

指定範囲内の図形 指定範囲線にかかる図形も含む フェンスにかかる図形 ポリゴン内の図形 フェンスも含むポリゴン内の図形

『選択セット作成』ボタンを押して　条件に合う選択セットを作成する。 『選択セット作成』ボタンを押して　条件に合う選択セットを作成する。 『選択セット作成』ボタンを押して　条件に合う選択セットを作成する。

『選択セット構成表示』ボタンを押して　選択セットの構成要素を表示する。 『選択セット構成表示』ボタンを押して　選択セットの構成要素を表示する。 『選択セット構成表示』ボタンを押して　選択セットの構成要素を表示する。


